
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

朝霧 乱馬（あさぎり らんま）

エグザイル
エグザイル

教師

25

渇望

待ち望まれた子

解放

活躍

教師（不審者）

男

35

任意

4
2
0
2

0
0
1
0

0
0
0
0

4
2
1
2

29
5
5
10
20

1
1

二輪　【経験点使用：1点】 小学生 学問3 2 1

7dx@7
12dx@7

射撃
射撃

7r
12r +5

+オールレンジ
+オールレンジ+戦闘用人格

0 0

戦闘用人格
仕事終わりの一服

生徒
尽力
純愛

不安
食傷

ママチャリ

6

ワーディング

リザレクト

ｺﾝｾﾝﾄﾚｲﾄ：ｴｸﾞｻﾞｲﾙ

オールレンジ

うごめく弾丸【重圧】

ブレインハック【憎悪】

自動触手

がらんどうの肉体

餓鬼魂の使い【邪毒】

擬態の仮面

物質変化

★

0

2

5

3

1

7

4

1

1

1

-

1d10

2

2

2

10

2

3

3

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

オート

オート

オート

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

至近

至近

至近

視界

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

単体

自身

自身

単体

自身

自身

自動

自動

-

対決

対決

対決

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

ピュア

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv

組み合わせた判定のダイスを+Lv個

組み合わせた攻撃で1点でもダメージを与えたら【重圧】付加

組み合わせた攻撃が命中した場合【憎悪】付加　シーン中から1人選択

攻撃してきたキャラクターに[Lv*3]のダメージ

自分へのHPダメージが適用された直後に使用 そのダメージを-(Lv+2)Dする

対象がHPダメージを受けた際に使用　ランク3の【邪毒】付与 3*3のダメージ

小学校教員。チャリ通勤。
まだ若いが生徒からも親からも評価が高い。
マセた女子生徒からはラブレターを貰い、奥様方からはママチャリの貴公子と呼ばれる。
生徒がいたずらや忘れ物をしても滅多に怒らない、優しく注意してくれるさわやかイケメン先生として人気である。

しかし実際のところ子供は嫌いだしキャーキャー騒がれるものウザいと思っている。
教師になんてなるんじゃなかった。家まで特定されてプライベートも何もあったもんじゃない。

そんな彼のストレス発散法は、レネゲイドの力で姿を変え、街でガンを飛ばしながら改造ママチャリを走らせること。
（力に目覚めたのはモンスターペアレントのクソババアに1カ月間毎日家凸されたとき）
そしてタバコと酒。ヘビースモーカー&ヘビードリンカーだがエグザイルの能力で体臭や二日酔いを次の朝までには治している。器用。
学校でどうしてもストレス発散したいときは学校の備品に姿を変えるが、うっかり児童に弄ばれることのほうが多い。

レネゲイドの力を発動すると、鬼教師へと人格が変わる。
白髪をうねらせ、その先から硬化させたチョークを捻出して撃つ。
ママチャリは髪と同化＆変形してメッチャイカつくなる。（フレーバーです）

近隣の小学校では「ボサボサの白髪と目のクマが特徴の20代半ばの男がチャリに乗りながら児童にガンを飛ばす」という不審者情報が頻繁に報告される。

〇持ち物
ママチャリ
攻撃力:2　行動-1
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